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12月定例会 
訂正を求めた主な内容 

結
婚
祝
金
ー
定
住
促
進
住
宅
の
無
償
入
居
と
選
択
制
に
 

敬
老
祝
金
ー
医
療
費
・
介
護
費
用
の
助
成
で
は
な
く
現
金
の
定
額
支
給
を
 

老祝金 
会 
訂正 

○祝金の内容－１０万円または定住促進住宅等 

　　　　　　　の家賃６カ月分 

○対象者－①西会津町に住民登録があり、結婚 

　　　　　後も西会津町に居住する者 

　　　　　②結婚後、３カ月以内に西会津町に 

　　　　　居住し申請した者 

　　　　　　ただし、①、②いずれも夫婦のい 

　　　　　ずれかが５０歳未満であること 

○開始日－平成２２年４月１日 

結婚祝金支給条例（新設） 

○祝金の内容―百歳で１００万円の祝金の金額 

　　　　　　　を３０万円に変更 

○その他の支援―今年４月１日以降百歳になる 

　　　　　　　　方に医療・生活費支援として 

　　　　　　　　年間１６万円支給 

○開始日－平成２２年４月１日 

敬老祝金支給条例（改正） 

○祝金の内容―３人目の子どもが生れた時５０ 

　　　　　　　万円支給していた祝金を、生ま 

　　　　　　　れた時２０万円、２歳の誕生日 

　　　　　　　１０万円、小学校入学時２０万 

　　　　　　　円に変更 

○開始日－平成２２年４月１日 

出産祝金支給条例（改正） 

老祝金支給条例案 
会を設置し審議 
一部訂正を求める！ 
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新年を祝して乾杯（新春交歓会） 

総務税政課 

総　務　係 

町民情報課 
町民生活係 
情報通信係 

健康福祉課 
福祉介護係 
国保医療係 
健康支援係 

経済振興課 
地域活性係 
商工観光係 
農林振興係 

地域整備課 
事　務　係 
管　理　係 
建　設　係 

教　育　課 
学校教育係 
社会教育係 

給食センター 
町民図書館 

出　納　室 

行政管理係 
財　政　係 
税　政　係 

まちづくり政策室 

総　務　課 
総　務　係 

現　　行 新（４月から） 

行政管理係 
財　政　係 

企画情報課 
企画政策係 
広報広聴係 

情報政策室 
情報政策係 
CATV放送センター 

建設水道課 
管　理　係 
建　設　係 
上下水道係 

町民税務課 
町民生活係 
税　務　係 

変 更 な し  

商工観光課 
商工観光係 
地域振興係 

教　育　課 学校教育係 

給食センター 

変 更 な し  

農林振興課 
農　政　係 
林　政　係 

公　民　館 生涯学習係 

町民図書館 

行 政 組 織  

結婚・敬 
特別委員 
 

　
問
　
新
組
織
に
お
い
て
、

企
画
情
報
課
の
情
報
政
策
室
、
 

教
育
課
の
公
民
館
に
主
幹
を

配
置
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

主
幹
と
課
長
、
課
長
補
佐
の

違
い
は
何
か
。
 

　
総
務
税
政
課
長
 

　
主
幹
は
課
長
に
準
じ
る
職

と
し
て
そ
の
所
管
事
項
に
決

裁
権
を
持
っ
て
い
る
。
管
理

職
手
当
も
課
長
の
７
割
程
度

支
給
す
る
。
議
会
の
答
弁
は

課
長
が
行
う
。
 

　
課
長
補
佐
と
の
違
い
は
、

課
長
補
佐
に
は
決
裁
権
が
な

い
こ
と
で
あ
る
。
 

 　
問
　
主
幹
を
配
置
す
る
な

ら
課
に
す
る
方
が
責
任
が
明

確
に
な
り
、
仕
事
が
う
ま
く

い
く
の
で
は
な
い
か
。
 

　
総
務
税
政
課
長
 

　
大
課
制
の
い
い
と
こ
ろ
で

あ
る
柔
軟
な
人
員
配
置
を
行

え
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
独

立
し
た
課
と
は
し
な
か
っ
た
。
 

○内容－「担当する内容が広すぎる課 
　　　がある」、「課名がわかりにくい」 
　　　などの問題を解決するため役場 
　　　の課・係を左図のように変更 
○開始日－平成２２年４月１日 

課設置条例（改正） 

○内容－同年度に複数の子どもを保育 
　　　所に預けている場合、３人目か 
　　　ら無料としていた保育料を２人 
　　　目からに変更 
○開始日－平成２２年４月１日 

保育所条例（改正） 

結婚・敬 
特別委員 
町に内容の 
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議
会
臨
時
会
 

第
8
回
議
会
臨
時
会
 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
 

予
防
接
種
助
成
費
を
予
算
化
 

第
9
回
議
会
臨
時
会
 

町
職
員
・
議
員
の
給
与
等
引
き
下
げ
 

正 補 
算 予 

　会　計　名 

一　般　会　計 

下水道施設事業 

国民健康保険 

介　護　保　険 

補　正　額　 

4 , 1 2 9 万 円  

1 0 0 万 円  

2 , 9 2 8 万 円  

5 0 5 万 円  

補正後の予算額　 

5 6 億 4 , 2 2 5 万 円  

2 億 1 , 6 8 6 万 円  

5 億 3 , 3 3 7 万 円  

9 億 2 , 1 5 1 万 円  

（診療所勘定） 

　
平
成
　
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
で
は
、
４
１
２
９
万

円
を
増
額
し
、
総
額
　
億
４

２
２
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
主
な
内
容
は
、
診
療
所
が

医
薬
品
代
を
支
払
う
た
め
必

要
と
な
る
２
９
２
８
万
円
の

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ

の
繰
り
出
し
、
町
道
野
沢
柴

崎
線
の
橋
工
事
に
要
す
る
経

費
　
万
円
の
追
加
、
新
・
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
 

事
業
、
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

構
想
策
定
事
業
、
循
環
型
社

会
形
成
調
査
事
業
の
中
止
で

１
６
０
３
万
円
の
減
額
、
国

の
政
権
交
代
で
中
止
と
な
っ

た
子
育
て
応
援
手
当
の
減
額

で
　
万
円
な
ど
で
す
。
 

　
な
お
、国
・
県
支
出
金
で
調

整
で
き
な
か
っ
た
財
源
に
つ

い
て
は
財
政
調
整
基
金
（
貯

金
）
を
充
当
し
ま
し
た
。
 

             　
第
８
回
議
会
臨
時
会
を
　

月
　
日
に
開
催
し
、
３
議
案

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。
 

　
主
な
議
案
の
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。
 

　
一
般
会
計
補
正
予
算
 

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
の
助
成
に
必
要
な
費

用
と
し
て
１
６
７
０
万
円
を

予
算
計
上
し
ま
し
た
。
 

　
予
防
接
種
の
優
先
接
種
者

は
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
、
妊

婦
、
１
歳
未
満
の
子
ど
も
の

保
護
者
、
１
歳
か
ら
高
校
生

ま
で
、
　
歳
以
上
の
高
齢
者

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
町
で
は
、
そ
の
う
ち
妊
婦
、
 

１
歳
未
満
の
子
ど
も
の
保
護

者
、
１
歳
か
ら
中
学
生
ま
で

と
そ
れ
以
外
で
住
民
税
非
課
 

税
世
帯
の
対
象
者
を
無
料
に

し
、
助
成
し
ま
す
。
 

　
そ
れ
以
外
の
優
先
接
種
者

も
１
回
千
円
で
予
防
接
種
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
助
成
し
ま

す
。
 

      　
第
９
回
議
会
臨
時
会
を
　

月
　
日
に
開
催
し
、
　
議
案

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。
 

　
議
案
の
内
容
は
、
国
の
人

事
院
勧
告
や
県
の
人
事
委
員

会
勧
告
を
尊
重
し
、
町
職
員

や
議
員
の
給
与
等
を
引
き
下

げ
る
た
め
の
条
例
改
正
と
そ

れ
に
関
連
し
た
補
正
予
算
で

す
。
 

　
こ
の
引
き
下
げ
に
よ
り
、

総
額
で
お
よ
そ
特
別
職
が
９

万
円
、
議
員
が
　
万
円
、
一

般
職
員
で
　
万
円
の
給
与
等

が
減
額
と
な
り
ま
す
。
 

 　
問
　
勧
告
に
対
し
、
町
で

は
ど
の
よ
う
な
検
討
を
し
て

き
た
か
。
 

　
町
長
 

　
担
当
職
員
か
ら
本
町
の
ラ
 

ス
パ
イ
レ
ス
指
数
（
国
家
公

務
員
の
平
均
給
与
を
　
と
し

て
地
方
公
務
員
の
平
均
給
与

を
算
定
し
た
指
数
）
が
　
　

３
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
 

り
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
検
討

し
た
。
 

　
総
務
税
政
課
長
 

　
国
の
人
事
院
勧
告
で
は
改

正
が
４
月
１
日
に
さ
か
の
ぼ

る
の
に
対
し
、
県
の
人
事
委

員
会
勧
告
は
　
月
１
日
か
ら

で
あ
っ
た
。
ど
ち
ら
を
採
用

す
る
か
検
討
し
た
。
そ
の
結

果
、
県
の
人
事
委
員
会
勧
告

を
採
用
す
る
こ
と
に
し
た
。
 

     　
お
わ
び
と
訂
正
 

　
２
０
０
９
年
　
月
９
日
付

け
　
号
３
ペ
ー
ジ
の
商
業
団

地
整
備
基
金
条
例
案
否
決
記

事
の
討
論
で
「
賛
成
　
武
藤

道
廣
議
員
」と
あ
る
の
は「
反
 

対
　
武
藤
道
廣
議
員
」
の
誤

り
で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂

正
い
た
し
ま
す
。
 

21

56

566

502

11

13

65

11

25

10

36

935

100
95

11
12

107

.

医薬品代支払いのため一般会計から国保特会へ2,928万円繰り出し 
新・省エネルギービジョン策定事業等環境事業中止で1,603万円の減 
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長
谷
沼
　
清
　
吉
議
員
 

12月議会定例会で答弁する伊藤町長 

○多賀剛議員 
　①緊急雇用対策について 
　②町長交際費について 
　③最近取り組んでいる施策について 
○目黒一議員 
　①来年度の予算編成方針と重点施策は 
○荒海清隆議員 
　①農政について 
　②敬老祝金支給条例の改正について 
○青木照夫議員 
　①平成22年度予算の編成について 
　②道の駅での一般野菜の販売について 
　③町道の整備について 
○五十嵐忠比古議員 
　①観光案内板について 
　②町政懇談会と町民提案制度について 
　③国の政権交代による交付金等減額の影響は 
○清野佐一議員 
　①基本計画について 
○渡部昌議員 
　①総合計画について 

○佐野悦朗議員 
　①総合計画について 
○武藤道廣議員 
　①平成22年度予算の編成について 
　②町長交際費について 
　③結婚祝金等について 
○長谷沼清吉議員 
　①町長就任後、今の感想は 
　②マニフェストの実現について 
　③新年度予算の編成について 
○長谷川徳喜議員 
　①公約に対しての取り組みについて 
　②新年度予算について 
　③除雪対策について 
○清野興一議員 
　①選挙公約実現の視点から来年度予算の編成 
　　方針は 
　②選挙公約である福祉タクシーの運行につい 
　　て 
　③自治区活性化施策について 

一
般
質
問
 

        　
問
　
町
長
に
就
任
し
て
４

カ
月
が
経
過
し
た
が
、
今
の

感
想
は
。
 

　
町
長
 

　
町
長
の
職
務
の
重
要
性
と

責
任
の
重
さ
を
改
め
て
感
じ

て
い
る
。
９
月
定
例
会
で
表

明
し
た
所
信
を
肝
に
銘
じ
、

町
民
や
議
員
の
皆
さ
ん
に
意

見
や
指
導
を
も
ら
い
な
が
ら
、
 

町
勢
伸
展
に
努
力
し
て
、
町

民
の
負
託
に
応
え
た
い
。
 

 　
問
　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
実
現

に
つ
い
て
の
考
え
は
。
 

　
町
長
 

　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
４
年
の

任
期
中
に
実
現
し
、
成
果
を

あ
げ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
 

　
今
現
在
実
現
し
て
い
る
の

は
、黒
塗
り
町
長
車
の
廃
止
、
 

町
長
交
際
費
の
公
開
、
町
民

提
案
制
度
の
創
設
、
町
独
自

の
緊
急
雇
用
対
策
で
あ
る
。
 

　
今
後
は
、
結
婚
祝
金
制
度

の
創
設
、
保
育
料
の
２
人
目
 

        以
降
の
無
料
化
、
特
別
敬
老

祝
金
制
度
の
見
直
し
、
商
店
 

        街
街
並
み
改
善
事
業
や
町
政

懇
談
会
の
実
施
に
取
り
組
む
。
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青
　
木
　
照
　
夫
議
員
 

渡　部　　　昌議員 

活発に議論された総合計画検討会議 

道幅が狭い町道下條線 

        　
問
　
野
沢
８
町
内
の
町
道

下
條
線
沿
い
に
は
約
　
の
世

帯
が
あ
る
。
 

　
一
昨
年
に
も
一
般
質
問
で

指
摘
し
た
が
、
そ
の
路
線
は

道
幅
が
狭
く
、
消
防
車
や
救

急
車
等
の
緊
急
車
両
の
通
行

に
支
障
が
あ
る
。
住
民
へ
の

安
心
安
全
対
策
が
優
先
さ
れ

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
町
長

の
考
え
は
。
 

　
町
長
 

　
こ
の
路
線
は
通
称
お
ろ
く

や
団
地
内
を
通
過
す
る
全
長

約
　
ｍ
の
路
線
で
あ
る
。
 

　
８
町
内
自
治
区
か
ら
何
度

か
道
路
整
備
の
要
望
が
出
さ

れ
て
お
り
、
事
業
の
実
施
を

検
討
し
た
が
、
用
地
の
取
得

が
で
き
ず
現
在
に
至
っ
て
い

る
。
 

　
町
で
は
事
業
の
実
施
に
向

け
、
国
の
道
路
交
付
金
事
業

の
５
カ
年
計
画
に
盛
り
込
ん

で
い
る
。
事
業
の
実
施
に
向

け
、
来
年
度
か
ら
地
域
と
の
 

                       協
議
を
行
い
た
い
。
 

 　
問
　
道
の
駅
で
販
売
す
る

一
般
野
菜
は
ど
の
よ
う
な
商

品
名
で
販
売
す
る
の
か
。
 

　
ま
た
、
野
菜
の
安
全
基
準

や
販
売
方
法
は
、
出
荷
者
が

組
合
を
作
り
自
主
的
に
決
め
、
 

行
政
の
関
与
は
最
小
限
に
す

る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。
 

                       　
町
長
 

　
商
品
は
「
一
般
野
菜
」
と

い
う
名
称
で
表
示
し
販
売
す

る
。
 

　
出
荷
基
準
は
、
消
費
者
に

安
心
安
全
な
物
を
提
供
し
て

い
く
責
任
が
町
に
は
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
な
お
、
販
売

促
進
の
工
夫
に
つ
い
て
は
、

組
織
で
自
主
的
に
行
っ
て
も

ら
う
考
え
で
あ
る
。
 

                    　
問
　
総
合
計
画
の
基
本
構

想
案
や
基
本
計
画
案
は
、
抽

象
的
な
こ
と
ば
か
り
で
、
年

度
別
の
事
業
名
や
事
業
費
な

ど
の
具
体
的
な
内
容
が
示
さ

れ
て
い
な
い
。
　
年
後
の
町

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
せ
。
 

　
ま
ち
づ
く
り
政
策
室
長
 

　
「
み
ん
な
の
声
が
響
く
ま

ち
　
に
し
あ
い
づ
」
を
基
本
 

構
想
の
基
本
理
念
と
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
ま
ち
づ
く
り
 

に
町
民
の
考
え
が
反
映
す
る
 

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
 

の
理
念
に
基
づ
き
、
人
材
の
 

育
成
、
産
業
の
振
興
に
よ
る

活
力
に
満
ち
た
魅
力
あ
る
町
、
 

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町
を
目
指
す
。
 

　
具
体
的
な
事
業
の
内
容
や

事
業
費
に
つ
い
て
は
、
　
年

間
と
い
う
期
間
で
示
す
こ
と

は
難
し
い
。
３
年
間
の
計
画

で
あ
る
実
施
計
画
で
示
す
。
 

 　
問
　
町
長
の
交
代
に
よ
り
、
 

総
合
計
画
案
の
内
容
が
変
更

さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
そ
れ
ま
 

で
検
討
会
議
等
で
検
討
し
作

成
し
た
内
容
を
変
更
し
て
も
 

い
い
の
か
。変
更
し
た
な
ら
、
 

そ
の
項
目
は
何
か
。
 

　
町
長
　
 

　
私
の
選
挙
公
約
と
す
り
合

わ
せ
を
し
た
結
果
、
若
干
追

加
し
た
項
目
が
あ
る
が
、
大

き
く
は
変
更
し
て
い
な
い
。
 

　
具
体
的
に
は
、
加
工
施
設

の
整
備
や
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
 

検
討
を
追
加
し
た
。
総
合
計

画
検
討
会
議
で
も
説
明
し
、

了
承
を
も
ら
っ
て
い
る
。
 

10
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7 議会だよりにしあいづ／平成22年2月／108号 

五
十
嵐
　
忠
比
古
議
員
 

目　黒　　　一議員 

年々増加傾向にある滞納額 

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 

1億2,000万円 

1億円 

8,000万円 

6,000万円 

4,000万円 

2,000万円 

0

税・使用料等の滞納額の推移 
（一般会計・特別会計合計） 

一部表示が見えにくくなっている観光案内板 

                    　
問
　
平
成
　
年
度
決
算
に

お
け
る
一
般
会
計
、
特
別
会

計
の
滞
納
額
の
合
計
が
１
億

円
を
超
え
て
い
る
。
 

　
こ
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、

来
年
度
の
予
算
編
成
方
針
を

問
う
。
 

　
町
長
 

　
先
般
、来
年
度
の
町
政
執
行
 

基
本
方
針
を
策
定
し
た
。
そ

の
中
で「
町
民
と
の
対
話
」、
 

「
地
域
経
済
の
均
衡
あ
る
ま

ち
づ
く
り
」、「
み
ん
な
の
声

が
響
く
ま
ち
 
に
し
あ
い
づ
」
 

を
基
本
理
念
に
掲
げ
た
。
こ

れ
に
基
づ
き
予
算
編
成
を
行

う
。
 

　
滞
納
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
役
場
内
部
に
税
等
徴
収

対
策
本
部
会
議
を
設
置
し
て

お
り
、
本
部
長
と
し
て
自
ら

も
努
力
す
る
。
 

 　
問
　
来
年
度
の
重
点
政
策
 

は
何
か
。
 

　
町
長
 

　
農
林
業
の
振
興
関
連
で
は
、
 

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
リ
ー
ス
事
業
 

を
来
年
度
も
行
う
。
一
般
野

菜
に
対
し
て
も
栽
培
基
準
等

に
合
致
す
れ
ば
、
そ
の
対
象

と
し
た
い
。
商
工
業
の
振
興

関
連
で
は
、
商
業
団
地
や
街

並
み
景
観
の
整
備
等
を
通
し

て
商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
。
 

こ
の
ほ
か
、
雇
用
対
策
、
子

育
て
支
援
、
小
学
校
の
適
正

配
置
、
交
通
弱
者
へ
の
対
応
、
 

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実

な
ど
町
民
生
活
に
密
着
し
た

事
業
に
取
り
組
む
。
 

        　
問
　
町
に
は
、
自
然
・
史

跡
・
名
勝
地
な
ど
数
多
く
の

観
光
資
源
が
あ
る
が
、
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
に
は

宣
伝
が
必
要
で
あ
る
。
現
在

の
看
板
は
老
朽
化
し
、
見
え

に
く
く
な
っ
て
い
る
。
観
光

案
内
板
の
更
新
や
新
設
の
考

え
は
な
い
か
。
 

　
経
済
振
興
課
長
 

　
観
光
案
内
板
の
修
繕
や
書

替
え
等
の
更
新
に
つ
い
て
は
、
 

今
ま
で
も
行
っ
て
お
り
、
今

年
度
も
２
カ
所
実
施
し
た
。
 

　
今
後
も
そ
の
整
備
を
計
画

的
に
行
い
、
交
流
人
口
の
拡

大
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
 

 　
問
　
町
内
５
地
区
に
お
い

て
町
政
懇
談
会
を
開
催
し
た

が
、
町
民
か
ら
出
さ
れ
た
意

見
・
要
望
は
ど
の
よ
う
に
町

政
に
反
映
す
る
考
え
か
。
 

　
ま
た
、
町
民
提
案
制
度
で

出
さ
れ
た
意
見
・
要
望
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。
 

                        　
町
長
 

　
先
に
開
催
し
た
町
民
懇
談

会
は
総
合
計
画
案
へ
の
意
見

を
聞
く
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
 

私
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
書
い

た
町
政
懇
談
会
と
は
別
物
で

あ
る
。
そ
の
具
体
的
内
容
に

つ
い
て
は
今
後
検
討
す
る
。
 

　
町
政
懇
談
会
で
は
す
ぐ
に

実
施
で
き
る
も
の
、
時
間
が
 

                        か
か
る
も
の
、
予
算
が
必
要

な
も
の
な
ど
の
意
見
・
要
望

が
あ
る
と
予
想
さ
れ
る
。
内

容
を
十
分
精
査
し
検
討
し
た

い
。
 

　
町
民
提
案
に
つ
い
て
は
、

私
の
指
示
の
も
と
、
担
当
課

で
内
容
を
精
査
し
、
町
政
に

反
映
で
き
る
も
の
に
つ
い
て

は
、実
施
す
る
考
え
で
あ
る
。
 

20



8議会だよりにしあいづ／平成22年2月／108号 

長
谷
川
　
徳
　
喜
議
員
 

武　藤　道　廣議員 

全自治区で町民バスの運行を 

若者の定住促進を 

        　
問
　
（
１
）
若
者
の
定
住

と
過
疎
対
策
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
施
策
で
対
応
す
る

の
か
。
 

（
２
）
重
点
施
策
の
具
体
的

な
内
容
は
。
 

（
３
）
新
年
度
予
算
に
お
い

て
は
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
予
算

は
極
力
削
減
し
、
高
齢
者
の

生
活
支
援
や
若
者
の
定
住
対

策
に
取
り
組
む
よ
う
な
予
算

編
成
を
す
べ
き
と
思
う
が
ど

う
か
。
 

（
４
）
高
齢
者
に
と
っ
て
屋

根
の
雪
下
ろ
し
や
家
の
前
の

除
排
雪
作
業
は
大
変
で
あ
る
。
 

支
援
隊
を
つ
く
り
、
弱
者
や

高
齢
者
対
策
を
す
べ
き
で
あ

る
と
思
う
が
ど
う
か
。
 

　
町
長
 

（
１
）
雇
用
対
策
や
経
済
の

活
性
化
を
最
重
要
課
題
と
し

て
力
を
入
れ
て
い
る
。
 

　
交
流
人
口
を
増
や
し
、
新

た
な
定
住
や
雇
用
を
創
出
す

る
た
め
、
企
業
や
交
流
推
進
 

        団
体
を
支
援
す
る
。
 

（
２
）
商
業
団
地
の
有
効
活

用
や
加
工
施
設
の
整
備
、
企

業
や
事
業
所
と
の
連
携
と
支

援
を
行
う
。ま
た
、グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
。
 

（
３
）
イ
ベ
ン
ト
の
予
算
は

今
後
見
直
し
、
高
齢
者
対
策

や
若
者
定
住
対
策
に
重
点
を

お
い
た
予
算
編
成
を
す
る
。
 

　
健
康
福
祉
課
長
 

        （
４
）
除
排
雪
作
業
が
困
難

な
世
帯
に
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
が
除
排
雪
協
力
員
（
　

人
）
を
組
織
し
そ
の
作
業
の

手
伝
い
を
し
て
い
る
。
 

　
ま
た
、
現
在
、
町
や
社
会

福
祉
協
議
会
が
組
織
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
今
後
は
対
応
で

き
る
。
町
単
独
の
助
成
に
つ

い
て
は
今
後
検
討
す
る
。
 

                       　
問
　
町
民
バ
ス
の
未
運
行

集
落
へ
の
対
応
と
予
算
措
置

に
つ
い
て
の
考
え
は
。
 

　
経
済
振
興
課
長
 

　
町
民
バ
ス
事
業
は
、
「
幹

線
」
と
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運

行
を
主
と
す
る
「
枝
線
」
と

の
連
携
運
行
に
よ
り
実
施
し

て
い
る
。
利
用
者
の
利
便
性

を
高
め
る
た
め
、
運
行
路
線

や
運
行
回
数
な
ど
の
見
直
し
 

                       作
業
を
進
め
て
い
る
。
未
運
 

行
集
落
の
解
消
に
つ
い
て
は
、
 

新
た
な
交
通
体
系
の
整
備
も
 

含
め
検
討
す
る
。
 

 　
問
　
来
年
度
予
算
の
編
成

に
あ
た
り
、
重
点
事
業
と
優

先
順
位
の
決
め
方
は
。
 

　
ま
ち
づ
く
り
政
策
室
長
 

　
重
点
事
業
と
す
る
の
は
、

経
済
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
 

                       事
業
で
あ
る
。
 

　
優
先
順
位
の
決
め
方
は
、

基
本
的
に
事
業
効
果
を
重
視
 

す
る
。
効
果
が
高
い
も
の
を

優
先
的
に
実
施
し
、
低
い
も

の
は
中
止
や
廃
止
を
す
る
。

中
止
や
廃
止
を
す
る
と
支
障

が
生
じ
る
も
の
は
一
部
修
正

を
加
え
対
応
す
る
。
 

339



9 議会だよりにしあいづ／平成22年2月／108号 

清
　
野
　
佐
　
一
議
員
 

佐　野　悦　朗議員 

さゆり公園のＰＲを（ふるさとまつり） 

都会の方々に好評　おとめゆり群生地（安座） 

                           　
問
　
さ
ゆ
り
公
園
は
町
の

宝
で
あ
る
。
さ
ゆ
り
公
園
は

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、
診

療
所
の
ほ
か
、
運
動
施
設
、

保
養
施
設
、食
堂
等
が
あ
り
、
 

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
一
日

楽
し
く
過
ご
せ
る
。
全
国
に
 

                           誇
れ
る
施
設
だ
と
思
う
。
こ
 

の
さ
ゆ
り
公
園
を
全
国
に
発

信
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。
 

　
町
長
 

　
さ
ゆ
り
公
園
は
私
も
町
の

最
も
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
施
設
で
あ
 

る
と
考
え
て
い
る
。
現
在
で
 

                           も
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
や
雪
国

ま
つ
り
、
な
つ
か
し
カ
ー
シ

ョ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
使

用
し
て
い
る
が
、
地
域
活
性

化
の
拠
点
と
し
て
さ
ら
な
る

活
用
を
図
っ
て
い
く
。
 

        　
問
　
総
合
計
画
案
の
内
容

に
つ
い
て
問
う
。
 

（
１
）
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
推
進
す
る
と
あ
る
が
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
行
う
の
か
。
 

（
２
）
農
林
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
推
進
す
る
と
あ
る
が
、
 

ミ
ネ
ラ
ル
農
作
物
と
は
別
に

ブ
ラ
ン
ド
化
を
考
え
て
い
る

の
か
。
 

　
町
長
 

　
地
域
を
あ
げ
て
体
験
型
観

光
を
推
進
す
る
た
め
、
　
月

に
「
西
会
津
元
気
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
」
が
設

立
さ
れ
た
。
会
員
は
個
人
が

　
名
、
団
体
が
　
団
体
と
な

っ
て
お
り
、
事
務
局
を
町
振

興
公
社
に
お
い
て
い
る
。
 

　
今
後
は
、
こ
の
協
議
会
を

核
と
し
て
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
進
め
る
。
具
体
的
に

は
、
観
光
資
源
を
活
用
し
な

が
ら
、
農
業
体
験
や
文
化
活

動
体
験
、
健
康
づ
く
り
体
験
 

        な
ど
を
実
施
す
る
予
定
で
あ

る
。
 

　
経
済
振
興
課
長
 

（
２
）
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
は
、

よ
り
っ
せ
で
の
販
売
に
加
え
、
 

大
手
ス
ー
パ
ー
と
の
契
約
栽

培
も
始
ま
り
、
ブ
ラ
ン
ド
化

が
図
ら
れ
て
き
て
い
る
。
ま

た
、
げ
ん
き
米
に
つ
い
て
も
 

        食
味
コ
ン
ク
ー
ル
で
高
い
評

価
を
得
る
な
ど
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
定
着
し
て
き
て
い
る
。
 

　
一
方
で
、
菌
床
シ
イ
タ
ケ

な
ど
ブ
ラ
ン
ド
と
な
り
得
る

農
林
産
物
が
町
に
は
ま
だ
あ

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
農
林
産
物

の
産
地
化
・
ブ
ラ
ン
ド
化
を

推
進
す
る
考
え
で
あ
る
。
 

12
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10議会だよりにしあいづ／平成22年2月／108号 

清
　
野
　
興
　
一
議
員
 

荒　海　清　隆議員 

山梨県内でのイベントで健脚を 
披露する佐藤キンさん（101歳） 

限界集落の解消を 

        　
問
　
町
に
は
　
の
自
治
区

が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
　
の

自
治
区
が
限
界
集
落
（
住
人

の
半
数
以
上
が
　
歳
以
上
の

高
齢
者
で
あ
る
集
落
）
と
な

っ
て
い
る
。
 

　
町
に
は
「
一
地
域
一
ふ
る

さ
と
お
こ
し
事
業
補
助
金
」

制
度
が
あ
る
が
、
補
助
金
の

上
限
が
　
万
円
と
小
額
で
あ

る
。
こ
れ
を
　
万
円
位
ま
で

引
き
上
げ
、
地
域
の
活
性
化

を
促
進
さ
せ
る
考
え
は
な
い

か
。
 

　
町
長
 

　
「
一
地
域
一
ふ
る
さ
と
お

こ
し
事
業
補
助
金
交
付
事
業
」
 

は
、
平
成
３
年
に
始
ま
り
、

今
ま
で
　
件
、
　
万
円
ほ
ど

補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。
 

　
地
域
や
集
落
、
各
種
団
体

等
が
地
域
の
活
性
化
の
た
め
、
 

自
主
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
行
う
こ
と
は
す
ば
ら
し
い

と
思
っ
て
い
る
。
あ
る
程
度

の
事
業
規
模
と
な
る
よ
う
検
 

                          討
す
る
。
 

 　
問
　
選
挙
公
約
で
あ
る
福

祉
タ
ク
シ
ー
の
運
行
を
早
く

行
う
べ
き
で
あ
る
。
 

　
公
共
交
通
手
段
の
な
い
地

域
に
安
く
て
便
利
な
移
動
手

段
を
設
け
る
こ
と
は
町
の
責
 

                          任
で
あ
る
。
事
業
開
始
は
い

つ
ご
ろ
か
。
 

　
健
康
福
祉
課
長
 

　
タ
ク
シ
ー
の
よ
う
な
形
態

と
す
る
か
、
町
民
バ
ス
路
線

を
拡
充
し
対
応
す
る
か
、
現

在
検
討
し
て
い
る
。
来
年
度

に
事
業
を
開
始
し
た
い
。
 

                    　
問
　
特
別
敬
老
祝
金
（
百

歳
で
　
万
円
を
支
給
）
に
関

す
る
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

問
う
。
 

　
「
百
歳
へ
の
挑
戦
」
に
取

り
組
み
、
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
き

た
わ
が
町
に
と
っ
て
、
ま
ち

づ
く
り
の
理
念
を
逸
脱
す
る

も
の
と
思
う
が
ど
う
か
。
 

　
町
長
 

　
平
成
　
年
　
月
１
日
現
在
、
 

町
内
に
百
歳
以
上
の
方
は
　

人
お
り
、
百
寿
率
（
人
口
 

万
人
に
占
め
る
百
歳
以
上
の

人
の
割
合
）
は
県
内
で
も
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
所
期
の
目
的
は
達

成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い

る
。
今
後
は
特
別
敬
老
祝
金

の
金
額
を
　
万
円
と
し
、
医

療
費
の
自
己
負
担
分
の
無
料

化
、
散
髪
、
紙
オ
ム
ツ
券
の

給
付
、
福
祉
施
設
利
用
の
際

の
助
成
を
行
う
考
え
で
あ
る
。
 

 　
問
　
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
と
一

般
野
菜
を
「
よ
り
っ
せ
」
で

販
売
す
る
計
画
が
あ
る
が
、

買
う
側
に
混
乱
が
生
じ
は
し

な
い
か
。
 

　
経
済
振
興
課
長
 

　
一
般
野
菜
の
出
荷
に
あ
た

っ
て
は
、
品
質
を
確
保
す
る

た
め
、
土
壌
診
断
を
実
施
す

る
こ
と
、
町
が
示
す
栽
培
・

防
除
の
基
準
に
沿
う
こ
と
な

ど
の
生
産
基
準
を
設
け
て
い

る
。
ま
た
、
組
織
体
制
で
こ

れ
ら
の
基
準
を
守
っ
て
も
ら

う
た
め
、
こ
の
組
織
に
加
入

し
て
も
ら
う
こ
と
を
条
件
に

し
て
い
る
。
 

　
陳
列
に
つ
い
て
は
、
ミ
ネ

ラ
ル
野
菜
の
陳
列
台
の
隣
に

一
般
野
菜
の
陳
列
台
を
設
け
、
 

そ
れ
ぞ
れ
の
商
品
が
区
別
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
 

100
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1110

30

90

1061
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100
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管
外
行
政
調
査
報
告

管
外
行
政
調
査
報
告
 

多　賀　　　剛議員 

町のホームページで公表している町長交際費 

栗原市の災害現場 

管
外
行
政
調
査
報
告

管
外
行
政
調
査
報
告
 

常 
任 
委 
員 
会 

                     　
問
　
「
町
長
交
際
費
支
出

基
準
」
は
適
切
に
運
用
さ
れ

て
い
る
か
。
香
典
に
　
月
末

時
点
で
　
件
、
　
万
円
支
出

し
て
い
る
。
こ
の
支
出
の
基

準
、
根
拠
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。
 

　
町
長
 

　
　
件
の
内
訳
は
、
元
学
校

薬
剤
師
、
現
職
自
治
区
長
の

２
件
と
一
般
町
民
　
件
で
あ

る
。
 

　
「
町
長
交
際
費
支
出
基
準
」
 

                  に
基
づ
き
支
出
し
て
い
る
が
、
 

一
般
町
民
に
つ
い
て
は
、
そ

の
基
準
で
定
め
る
「
そ
の
他

町
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る

者
」
の
規
定
を
適
用
し
て
い

る
。
 

 　
問
　
緊
急
雇
用
対
策
事
業

の
実
績
と
効
果
は
ど
う
だ
っ

た
の
か
。
今
後
の
対
応
は
ど

う
す
る
の
か
。
 

　
ま
た
、
町
内
の
企
業
、
事

業
所
に
対
し
、
新
規
雇
用
し
 

た
場
合
、
奨
励
金
を
出
す
な
 

ど
の
支
援
策
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。
 

                  　
経
済
振
興
課
長
 

　
県
の
補
助
事
業
と
町
の
単

独
事
業
合
わ
せ
て
　
事
業
、

　
人
の
雇
用
を
創
出
し
た
。

大
き
な
効
果
が
あ
っ
た
と
認

識
し
て
い
る
。
来
年
度
に
つ

い
て
も
補
助
事
業
の
要
望
書

類
を
県
に
提
出
し
て
い
る
。
 

　
就
業
支
援
に
つ
い
て
は
、

高
卒
者
に
厳
し
い
就
職
状
況

で
あ
り
、
町
長
が
町
内
の
事

業
所
に
出
向
き
、
就
業
の
場

の
確
保
を
要
請
す
る
。
 

　
ま
た
、
奨
励
金
も
含
め
、

そ
の
他
の
支
援
も
検
討
す
る
。
 

21

44

34

36

36

23
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昨
年
　
月
、
宮
城
県
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
栗
原
市
と
山
形
県
飯
豊
 

町
を
視
察
し
た
。
 

　
栗
原
市
は
、
平
成
　
年
６
月
に
発
生
し
た
岩
 

手
・
宮
城
内
陸
地
震
で
死
者
　
名
な
ど
多
数
の
 

被
害
を
受
け
て
い
る
。
 

　
山
間
部
の
災
害
現
場
は
ま
だ
地
震
被
害
の
面
 

影
を
残
し
て
い
た
。
山
間
部
の
多
い
本
町
に
と
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
、
山
間
部
で
の
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
被
害
状
況
の
把
握
や
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
避
難
体
制
の
確
立
、
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
援
助
・
支
援
体
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
制
の
充
実
が
必
要
で
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
豊
町
は
、
高
齢
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
化
・
過
疎
化
な
ど
本
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
と
同
じ
よ
う
な
状
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
況
に
あ
る
。
そ
の
中
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
地
域
住
民
が
農
家
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
宿
や
特
区
に
よ
る
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
ぶ
ろ
く
づ
く
り
な
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
で
積
極
的
に
地
域
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
活
性
化
の
取
り
組
み
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
行
っ
て
い
る
。
高
齢
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者
や
事
業
主
の
や
る
気
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
い
き
が
い
を
う
ま
く
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引
き
出
し
て
い
た
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昨
年
　
月
、
岩
手
県
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
滝
沢
村
と
紫
波
町
を
視
 

察
し
た
。
 

　
両
町
村
と
も
町
民
・
企
業
を
ま
ち
づ
く
り
の
 

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
、
連
携
し
な
が
 

ら
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
た
。
 

　
ま
た
、
コ
ス
ト
の
圧
縮
、
民
間
委
託
、
簡
素
 

で
機
能
的
な
組
織
づ
く
り
、
経
営
の
視
点
の
導
 

入
な
ど
の
行
財
政
改
 

革
を
行
っ
て
い
た
。
 

　
本
町
に
お
い
て
も
、
 

歳
入
の
伸
び
悩
み
や
 

高
齢
化
の
進
行
が
予
 

測
さ
れ
、
行
財
政
改
 

革
に
よ
り
財
政
の
健
 

全
化
を
図
る
必
要
が
 

あ
る
。
 

　
た
だ
し
、
民
間
委
 

託
に
よ
り
本
来
行
政
 

が
担
う
べ
き
住
民
サ
 

ー
ビ
ス
の
責
任
転
嫁
 

や
適
切
な
範
囲
を
超
 

え
た
住
民
負
担
の
増
 

加
が
生
じ
な
い
よ
う
 

に
配
慮
が
必
要
で
あ
 

る
。
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議
会
の
動
き
 

ミネラル野菜の普及に活躍する 
　　　　　　　武藤佐代子さん 

　　　プロフィール 
住　　所：柴崎（新郷） 

家族構成：夫と娘夫婦の４人暮らし 

趣　　味：華道 

   　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
昨
年
は
、
国
政
で
は
自
民

党
か
ら
民
主
党
へ
と
政
権
が

交
代
し
ま
し
た
。
町
政
で
も

町
長
の
交
代
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
年
末
に
は
大
雪
に
よ
り
耐

雪
型
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
　
棟
が

倒
壊
し
ま
し
た
。
被
害
に
遭

わ
れ
ま
し
た
農
家
の
皆
さ
ま

に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。
 

　
さ
て
、
今
年
の
新
春
交
歓

会
は
例
年
よ
り
多
く
の
方
が

参
加
さ
れ
、
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
い
よ
い
よ
新
た
な

年
が
始
ま
っ
た
と
い
う
感
じ

が
し
ま
す
。
 

　
今
年
は
、
新
し
い
総
合
計

画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
町

民
・
議
会
・
行
政
で
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
行

き
ま
し
ょ
う
。
 

　
　
　
　
　
（
目
黒
　
一
）
 

 編
集
委
員
 

　
委
員
長
　
荒
海
　
清
隆
 

　
副
〃
　
　
青
木
　
照
夫
 

　
委
　
員
　
目
黒
　
　
一
 

　
　
〃
　
　
多
賀
　
　
剛
 

　
　
〃
　
　
武
藤
　
道
廣
 

   　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
各

方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
町

民
の
方
々
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
通
し
て
紹
介
し
ま
す
。
 

　
今
回
は
、「
に
し
あ
い
づ
健

康
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
普
及
会
」

の
会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
る
武
藤
佐
代
子
さ
ん
（
柴

崎
）
で
す
。
 

 　
―
　
こ
れ
ま
で
の
活
動
で

思
い
出
に
残
っ
て
い
る
こ
と

は
何
で
す
か
。
―
 

　
「
よ
り
っ
せ
」
が
で
き
る

前
に
商
業
団
地
で
行
っ
て
い

た
プ
レ
ハ
ブ
の
直
売
所
で
の

当
番
は
大
変
で
し
た
。
思
え

ば
、
慣
れ
な
い
こ
と
で
し
た

が
、
や
り
が
い
が
あ
り
、
会

員
同
士
が
協
力
し
合
え
た
楽

し
い
経
験
で
し
た
。
 

 　
―
　
「
よ
り
っ
せ
」
で
ミ

ネ
ラ
ル
野
菜
と
と
も
に
一
般

野
菜
も
販
売
さ
れ
ま
す
。
ど

う
思
い
ま
す
か
。
―
 

　
農
法
は
さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま

す
。
一
般
野
菜
を
出
荷
さ
れ
 

           る
方
も
基
本
に
あ
る
の
は
、

お
客
様
に
安
心
・
安
全
で
お

い
し
い
野
菜
を
提
供
し
た
い

と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
西
会
津
の
野
菜
は
お
い

し
い
ね
」
と
消
費
者
の
皆
さ

ん
に
言
っ
て
も
ら
え
、
西
会

津
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
存
在
に
共

に
な
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
 

 　
―
　
議
会
や
町
に
望
む
こ

と
は
何
で
す
か
。
―
 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
理
解

し
合
い
、
連
携
す
る
こ
と
で

不
可
能
が
可
能
に
な
る
こ
と

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

　
「
西
会
津
に
住
ん
で
い
て

よ
か
っ
た
」、「
西
会
津
は
い

い
ね
」
と
言
わ
れ
る
町
に
な
 

る
た
め
に
、
互
い
に
頑
張
っ
 

           て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
 

 　
―
　
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
普
及

会
は
設
立
　
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
会
長
と
し
て
の
抱
負

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
―
 

　
普
及
会
は
会
員
の
皆
さ
ん

の
努
力
と
強
い
団
結
で
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
 

　
農
業
は
自
然
か
ら
教
わ
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
 

初
心
を
忘
れ
ず
に
会
員
の
皆

さ
ん
と
新
し
い
時
代
に
一
歩

踏
み
出
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
 

 　
―
　
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も
ご

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

―
 

         　
「
全
員
協
議
会
」
と
い
う

言
葉
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ

る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
内
容
に
つ

い
て
知
ら
な
い
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

　
そ
こ
で
今
回
は
「
全
員
協

議
会
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。
 

　
全
員
協
議
会
は
、
町
が
議

会
に
提
出
予
定
の
議
案
に
つ

い
て
事
前
に
議
員
の
意
見
を

聞
き
た
い
場
合
や
町
政
の
重

要
事
項
に
つ
い
て
議
員
に
説

明
し
た
い
場
合
な
ど
町
が
議

員
に
説
明
す
る
場
合
の
ほ
か
、
 

議
会
が
議
会
内
部
の
意
思
統

一
を
図
る
た
め
、
議
員
間
で

協
議
し
た
り
、
意
見
の
調
整

を
行
な
う
場
合
に
開
催
し
ま

す
。
 

　
例
え
ば
、
最
近
開
催
し
た
 

案
件
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
 

の
が
あ
り
ま
し
た
。
す
べ
て

町
か
ら
の
案
件
で
す
。
　
 

　
総
合
計
画
案
に
つ
い
て
 

　
議
員
に
質
疑
や
意
見
を
求

め
、
意
見
に
対
す
る
対
応
な

ど
を
説
明
し
ま
し
た
。
 

　
役
場
組
織
の
見
直
し
に
つ

い
て
 

　
組
織
変
更
の
概
要
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
説
明
し
、
議
員

に
質
疑
や
意
見
を
求
め
ま
し

た
。
 

　
新
郷
保
育
所
の
群
岡
保
育

所
へ
の
統
合
に
つ
い
て
 

　
今
年
４
月
か
ら
統
合
予
定

で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、
議

員
に
質
疑
や
意
見
を
求
め
ま

し
た
。
 

  　
議
会
へ
の
意
見
募
集
 

　
町
議
会
で
は
町
民
の
皆
さ

ま
か
ら
議
会
に
対
す
る
ご
意

見
や
ご
要
望
を
随
時
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。
電
話
や
手

紙
、
電
子
メ
ー
ル
等
ど
の
よ

う
な
方
法
で
も
構
い
ま
せ
ん

の
で
、
議
会
事
務
局
あ
て
に
、
 

お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
 

協
議
ま
た
は
調
整
の
場
 

全
員
協
議
会
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